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　盛夏の候、会員の皆様におかれましては
ご清祥のこととお慶び申しあげます。5月の役員改選で伝統あ
る兵庫県支部のタスキを前任の水口執行部より引継ぐ事にな
りました。何分、微力ではございますが、兵庫県支部の前進の
ため理事の皆さんと力を合わせ、邁進する所存でございます。
何卒、会員諸氏並びに関係者の方々のご指導、ご鞭撻の程、宜
しくお願い申し上げます。就任のご挨拶をかねて次の3点を
記します。�
�
　平成12年4月成立の｢中小企業支援法｣により、それまでの
都道府県が行う診断指導事業の担当者としての中小企業診断
士の資格は民間向けコンサルタントの資格となりました。そ
の後も　専門家派遣要望の伸び　再生協議会への積極的参加
　リレーションシップバンキングへの関与等、中小企業診断
士制度に対する政策的ニーズは高まっています。そこで中小
企業診断士の社会的位置付けを明確にするための検討が協会
本部並びに中小企業庁「中小企業診断士制度の見直しに関す
る研究会」で始まっています。基本的には自分達の活躍する

場は、自分達で切り拓いてゆくべきですが、一方でこうした
診断士制度の改善の動向に期待してゆきましょう。�
�
　兵庫県支部の新体制では次の方針を掲げました。ご支援の程、
宜しくお願い致します。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　本年10月に当協会は創立50周年を迎えます。ついては全
国の各支部で記念行事に取り組みます。兵庫県支部でも支部
の特徴をふまえた基本計画をたて準備中です。皆様のご支援
をお願いすると共に、ご参加をお待ちしています。�

副支部長　大　場　一　正�

副支部長　穴　田　喜代嗣�

2. 基本目標｢魅力ある支部、特色ある支部を目指して｣�

3. 協会創立50周年支部記念行事を成功させよう�

1. 新たなビジョン作りが進行中の中小企業診断士制度�

1）基本目標：�
　「中小企業診断士及び中小企業関係者にとって、なくては�
　　　ならない魅力ある支部、特色ある支部を目指す」�
2）本年度方針：「支部活動の再点検と再構築を図る」�
3）重点施策：　 5つの委員会活動の継続的レベルアップ�
　　　　　　　 支部運営のより一層のシステム化�
　　　　　　　 診断受託業務の再構築�
4）理事会の活動スローガン：�
　　「面白い支部にむけてＦＯＣＵＳ(焦点合わせ)しよう」�

�
　このたび、中小企業診断協会兵庫県支部副支
部長の大役を拝命し、その責務の重大さを痛感
しております。新支部長を補佐し、新体制の支

部活動の活性化に努力してまいります。�
　中小企業診断士は、中小企業支援法で中小企業者が経営資
源を確保するための業務に従事する者で、公的支援事業や民
間で活躍する経営コンサルタント（国家資格）のことをいい、
その役割を果たすためには、診断士自身のレベルアップを図
り環境変化に対応できる能力が求められてきており、診断士
の業務の拡大、事業領域の拡大が急務であります。�
　私の担当業務は兵庫県支部から外部へのコミュニケーショ

ン活動を中心に、診断支援委員会とプロジェクト開発委員会
を担当しております。中小企業診断士が活躍する場は多岐に
わたり、個々の経営コンサルタントが担当するよりも兵庫県
支部として顧客のニーズを掘り起こし、幅広い活動に対応で
きる体制を確立していきたいと思います。�
　そのためには、中小企業診断協会兵庫県支部として組織の
チームワーク“和”が最も大切です。“診断士一人一人の活動か
らチームの活動へ”を目標に努力してまいります。兵庫県支部
の会員構成をみますと、経験豊かな60代の構成は大きなウエ
イトを占めておりますので、失礼な表現になりますが高齢者
会員からの貴重な提言はこれからも大切にしていきたいと存
じます。�

�
　このたび、兵庫県支部副支部長に選任されま
した大場と申します。私の役割は支部内部体制
の確立で、総務委員会と会員研修委員会、広報

委員会の3委員会が担当です。上記の支部基本目標（長期目標）
の達成、「ＦＯＣＵＳ／　Ｆ＝Friendly（友好的に）、　Ｏ＝
Open（公開主義、透明化）、　Ｃ＝Clean(清潔)、　Ｕ＝Utility（効
率化）、　Ｓ＝Speed（スピード）」という活動指針の実践のため、
各委員会では以下の新たな活動に取り組んでいきますので、
会員の皆様方、よろしくご支援のほどお願い致します。�

○総務委員会�
　　支部ＨＰにて議事録等の公開（広報委員会とともに）�
　　独立診断士の専門分野データベース化�
　　　（診断支援委員会とともに）�
　　支部規約類の見直しと公開�
○会員研修委員会�
　　各勉強会の講師公募（自薦・他薦を含む）�
　　会員・非会員へのＰＲ活動と中小企業者参加の促進�
　　会員希望による新研究会の立ち上げ�
○広報委員会�
　　会員向けメール配信体制の構築（総務委員会とともに）�
　　会員向けメールマガジンによる情報発信�
　　ホームページの刷新・充実�



診断ひょうご�

兵庫県支部　会員　　上住　好章�

電子メールと文書の週毎の個数�

　わが国の高度成長に貢献して来た団塊の世代の技術者が大量に引退するピークが2007年に到来することから、技術や

経験の伝承の断絶を産む「2007年問題」が注目を浴びている。本誌「診断ひょうご」前号においても水口前支部長が巻頭

言でその重要性を指摘している。筆者としても企業人として現役であるのが1年足らずとなった今、この問題に思いを馳せ

ざるを得ない。�

　もとよりこの問題は以前から判っていたことであり、エンジニアリング技術の伝承をテーマとして自らも種々の検討をして

きたつもりである。一橋大学・野中教授の提唱になる、技能などを表す暗黙知、書物などを表す形式知はよく知られるように

なったが、企業内のエンジニアリング業務などは、連絡書のように一応は書かれたものとして形式化されていても、余りにも

多い「文書や情報の山」となって散在しており、以後の十分な活用ができていない。これらは、暗黙知と形式知との中間に介

在する「形態知」といえよう。�

　このような状況認識のもと、CALS(生産・調達・運用支援統合情報システム)環境やPDM(製品データ管理)環境における

技術連絡書の導入を行い、実証実験によりその効果を確認してきた。しかしこれらの環境は特化した機器やソフ卜ウェアを

必要とするため、幅広く利用されているツールである電子メールを技術や経験の伝承のために活用できれば更に望ましいこ

とである。�

　筆者が業務上に電子メールを使いはじめたのはインタ一ネットが商用学術ネットワーク(JUNET)とも呼ばれていた最終年

の平成6(1994)年であり、さほど早いわけではない。しかしその後国家資金によるプロジェクトに参加することになったこと

もあり、エビデンス書類を補足する意図を以って受発信したほとんど全ての電子メールを保存することとなった。以後11年

間に約6万通の電子メールを連綿とCDに焼付けて保管している。一般に電子メールは個人に帰属するものと理解され、用

済後は廃棄するのが通常であるが、この中には企業内における組織人として受発信したものも多く、これらを技術の伝承に

活用できないものかと思料してきた。�

　さて、規模の大きいプロジェクトに対しては自社内をとりまとめて対外的な窓口となる経験豊富なプロジェクトマネジャー(以

下PM)を任命し、プロジェクトの円滑な推進を図ることがしばしば行われる。筆者も輸出プラントの商社、機械メーカならび

に自社(電機メーカ)からなるコンソーシアムにおいてPMに任命された経験を持つ。このようなプロジェクトは顧客側も含め

ると10者以上の部署すなわち利害関係者を持ち、一旦問題が起こるとそれを解決するためには論理的にではなく経験的に、

すなわち類似例の解決手法を参考にして処理することが多い。これがPMに豊富な経験が必要な理由の一つであるが、一方

では今後PMに成長すべき若手の人達に自らの経験をどのように伝えるのか、という課題を抱えている。�

　ブロジェクト進捗上に発生した問題に対して取るべき処置は、前記のように利害関係者が多いため選択肢が多岐にわたり、

マニュアル化することは極めて困難であるし、教育をするにしても、それをする方もされる方も負担が大きい。一方電子メー

ルは基本的にはテキスト情報として検索が可能であるから、これを活用して効果的な経験伝承が可能となると考えられる。

この考え方に基づいて、PMとして担当したブロ

ジェクトの終了後に受発信した電子メールをまと

めるとともに、あわせて文書についても紙文書に

なっているものはイメージ化し、すべての関連情

報の電子化を行った。�

　何か問題が発生したときには電子メールが飛

び交うようになることを経験した方は多いと考え

るが、図の折れ線グラフは利害関係者の多い「ト

レーニング」をタイトルまたは本文に含むものの

週毎の個数を示す。また棒グラフはPMとして受

発信した文書のうち、「トレーニング」というタイ

トルをファイル名に含むものの個数を示す。図に

見られるように、問題が発生したため激増してい�
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診断ひょうご�

総務委員会� 総務委員長　平井　清美�

た電子メールは一旦急減する。これは、問題が発生したときにPMである筆者が発行した文書が問題解決力を持っていたた

めである。図の丸囲み部分に見出される該当の文書は、関係先のいい分を全体としてとりまとめてバランスを持たせたもので、

利害関係者の納得を得たものであった。このように、電子メールの個数が減少した少し前の時点を探索することにより、問題

解決力を持った文書を見出すことが可能である。�

　一方、この図の2番目のピークは、通訳がいないと詳細な意志疎通ができない国外の顧客が来日する前にトレーニングに関

する種々の心配事が自社内を電子メールとなって飛び交ったものであった。しかしこれに対しては直ちに解決できるもので

はなく、実際に顧客が来日したときにその意向を聴取してはじめて解決出来たのであった。種々の手をつくした後は待つ必

要もあることを示しており、若手の人達に「機が熟するまで待つのも仕事のうち」ということを

言葉だけではなく具体的に例によって指し示すことにより、当人が苦境に陥ったときの励ましと

することができるのである。�

　このように、経験豊富な人が受発信する電子メールと文書を保存して以後に参照することは

経験伝承に極めて有用であると考えている。（東芝三菱電機産業システム（株）勤務）�

（本文は、「論文電子メールを活用した経験伝承の理論化」の要約です。全文は支部ＨＰに掲載）�
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鴻　　雅行・菊岡　秀次�
藤田　勉�

副委員長：奥村　隆生�
委員長：白尾　嘉一�

診断支援委員会�

大西　一達�
投石　満雄�
畑　　薫�
千田徹夫（兼）�
宮本　哲也�
内藤　響�

副委員長：松浦　敏貴�
委員長：大森　啓司�
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広報委員会� 総務委員会�
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奥村隆生（兼）�
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委員長：平野　征夫�

プロジェクト開発委員会�

会　　　員� 県下の中小企業・団体等�

副支部長　大場　一正� 副支部長　穴田　喜代嗣�

平成16年7月7日現在�

支部長　　福 島　繁�

事務局�
林事務局長・西口�

（特別）理事  �
小川　勝夫�

理 事 会 �正副支部長会� 常任理事会�

支　部　総　会�

　総会終了後、6月に新執行部及び各委員会体制が確立されました。総務委員会では、各委員会との協力の下、支部の基本目標
である「中小企業診断士及び中小企業関係者にとって、なくてはならない魅力ある兵庫県支部、特色ある兵庫県支部づくり」を
前提とした、楽しくて充実した委員会活動を実践していきます。�
　主な活動としては、新入会員歓迎会は6月に実施済みですが、 　更新研修の準備・実施、　 本部50周年支部記念行事の検討、
　 支部規定類（職務分掌、旅費、公募等）や支部組織図の検討、　 会員名簿の作成・配布、　 会員向けメール配信体制の確立（広
報と協力）、　 独立診断士専門分野データ・ベースの構築（診断支援、広報と協力）、　 会員増加策の検討、　 理事会・常任理事会
開催準備、等が挙げられます。�
　委員会の開催は1～2か月に1回で、メンバーは平井、南山、江尻、斎藤、清水（敬称略）の5名と、担当の大場副支部長です。
小さな所帯ですが、和気あいあいとやっています。支部活動に興味をお持ちの方は、裏から支部の全てが見える？総務委員会に、
ぜひご参加くださるよう、よろしくお願いいたします。メンバー一同、心より歓迎いたします。�



　プロジェクト開発委員会は2つのプロジェクトの活動で運営されています。�
1つは、「ひょうごオンリーワン総研」（略称：HOO）の活動です。HOOの活動目標は「兵庫県に元気企業をますます増やそう」そ
のために�
　（1）元気企業間の交流と学習を活発にする�
　（2）元気企業づくりを目指して元気プロジェクトを開発する�
ことを基本目標に活動しています。平成15年6月に「ひょうご元気企業交流会」（第1回キックオフ大会）を開催しスタートしま
した。企業交流会のテーマとして顧客満足推進を取上げています。本年6月には顧客満足推進フォーラム（発足1周年記念大会）
を開催しました。もう1つは、医療・福祉経営研究会です。医療における患者満足度調査、介護ビジネスの現状と介護ビジネスの
開発を取上げ活動を展開しています。専門的知識を要求される分野ですが会員の皆さんは果敢に挑戦しています。今年の目標と
して中小企業診断士の業務領域を拡大していく取組みに発展させることです。�
多くの企業・事業所との交流を通じて中小企業の経営支援に役立つプロジェクトでありたいと思います。多くの仲間が参加され
ることを期待しています。�

プロジェクト開発委員会� プロジェクト開発委員会委員長　平野　征夫�

本年度から会員研修委員のまとめ役を拝命致しました大森啓司と申します。�
まだ独立診断士としての経歴も浅く、皆様からのご要望をどの程度とりいれた、有益な研修会を提供できるかはなはだ心細い点は
ありますが、本年度の支部の方針であります、FOCUSで以下の点を中心に研修内容の活性化を図っていきたいと思っております。�
　まず「Ｆ（フレンドリー）」です。しかし当会員が実施する研修会にご参加しておられる方は既に十分フレンドリーであると認識
しています。それよりも今研修委員会に求められる事は同じFでもFantastic（魅力的）が必要であると思っています。現在の研修に
魅力がないと言うわけではありませんが、テーマや講師にさらに磨きのかかった内容に心がけていきたいと思っております。限ら
れた予算と時間の中ではありますが、会員各位にとってより魅力的な研修会が開催できるように努力を惜しまぬ所存でございます。�
　次に「O（オープン）」を当委員会でも全面的にとりいれ「自ら講師を希望される方」、「こんなテーマで講演をしてほしい」など可
能な限り会員の皆様のご要望をとりいれていく所存です。自主研究会を中心とした勉強会は会員向けの意向が強くなっておりまし
たが、今後は非会員や中小企業診断士以外の方にも広く門戸を開いた研修会を開催していきたいと思っております。また有志によ
ります勉強会が多数開催されていますが、これら勉強会への勧誘支援や新たな勉強会のたちあげへのご支援をさせていただきたい
と思っております。�
　以上本年は支部の方針でありますFOCUSの頭2文字を重点的に対応していく所存でございます。会員もしくは会員以外の皆様か
らも忌憚のないご意見を事務局、もしくは大森までメール（kohmori@act-con.jp)を頂戴できれば幸いです。�
皆様の研修会へのご参加・ご意見を心からお待ちしております。�

会員研修委員会� 会員研修委員長　大森　啓司�

広報委員会では、16年度の事業計画として、支部内外の連携強化のための広報の更なるデジタル化の推進、効率のよい情報発信
を掲げ、具体的には、　支部機関紙『診断ひょうご』を年4回発行、　ホームページの充実、　本部機関紙｢企業診断ニュース｣への
情報発信、　中小企業診断協会兵庫県支部（中小企業診断士）の対外的PR、　メーリングリストによる情報交換（役員及び会員）、
　メールマガジンによる情報発信、などを計画実行しております。メンバーは、委員長：田渕方美、副委員長：相良　糺、委員：
森　昭彦、宇田名保美、上村隆夫、藤尾政明の6名の小人数でワイワイガヤガヤ楽しく議論しながら進めております。情報あっ
ての広報委員会ですので、皆様のご協力とご参画をよろしくお願い申し上げます。　(メール宛先：HZT00212@nifty.ne.jp)

広報委員会� 広報委員長　田渕　方美�

診断支援委員会�
診断支援委員長　白尾　嘉一 �

会員の皆様、如何お過ごしですか？兵庫県支部も新体制の活動がいよいよ本格化して参りました。診断支援委員会も引き継ぎも
終わり、新体制での活動を開始しました。当委員会は、支部における営業部隊としての性格を持つ一方、支部として販売できる
商品開発も行う部署でもあります。会員数の伸び悩み、行政からの受託事業の激減の環境において当委員会に課せられた責務は
非常に大きなものがあります。この点を踏まえ、初回の委員会で次のような優先順位で活動することを決定しました。�
　1． 支部受託事業としての受注活動�
　2． 支部受注が困難な場合に支部会員への優先的業務依頼�
　3． 中小企業診断士に対する受注依頼�
その他の方針として次のような事項を決定しています。�
　1． 支部受託事業の情報を当委員会で一元的に把握し開示を行う。�
　2． 冠事業（所謂持ち込み企画）の扱いを明確にし、ルールに基づいて委員会が説明責任を果たす。�
　3． 支部受託事業の品質保証のために商品開発を行い、責任体制を作り上げる。�
以上を基本として、委員会の活動を、公開性をベースに、穴田副支部長の指導の下、委員長白尾、副委員長奥村ほか委員一同頑
張って参ります。支部会員の皆様のご支援のほどお願い申し上げます。�

診断ひょうご�



　　私は、現在コンサルティングファーム

で会計分野を中心としたコンサルティング

を行っております。これまで、連結経営管理

制度の構築やシェアードサービスセンター

構築支援、経理業務のBPRとそれらに伴っ

たシステム導入支援等のコンサルティングを行ってきました。�

　中小企業診断士の3次実習で中小企業の実情を目の当たりに

し、最初は大企業との違いに戸惑いましたが、「何とか中小企業

の経営者の役に立ちたい」、「彼らをサポートし、より強い企業

を作りたい」と強く思うようになりました。今後は、今まで以上

に幅広い知識とコンサルティングスキルの習得に力を注ぎ、独

立を目指したいと思っております。�

　兵庫支部の先輩診断士の皆様には、是非ご指導・ご鞭撻賜り

ますよう、宜しくお願いいたします。�

　今年の3月に診断士登録された大西と申

します。これまでは機械系の計画・開発の仕

事を25年近くやってきました。当面は企業

内で、診断士の資格を得る過程で学んだ知

識を可能な限り役立てていきたいと考えて

おります。同じ企業で同じ業務を続けていると、徐々に世の中

が見えなくなり、柔軟な発想ができなくなってしまったように

感じています。今回兵庫県支部に入らせていただき、多くの方

とお知り合いになり、これまでの仕事とは異なった世界にわず

かでも触れることによって、従来とは異なる物の見方ができる

ようになるのではないかと期待しています。また将来、企業を

離れた時の新たな仕事に少しでもつながれば何よりと思います。

支部の皆様には末永くお付き合いいただきますよう、どうぞよ

ろしくお願いいたします。�

島　宏治� 大西　廣�

　このたび新しく兵庫県支部に登録させて

いただきました、玉島剛です。今は大阪市内

の電機メーカーに勤めており、大阪を中心

にいろいろな研究会・グループ活動に参加

しながら、今後の進む方向を模索している

ところです。失敗を怖れず、いろいろとチャレンジしたいと思

っています。また、近い将来は独立を果たし、今までに得た知識

やスキル、特にITやマーケティングなどの得意分野を存分に活

かすと共に、自分の個性がどれぐらい通用するものか試したい

と思います。そして、ぜひとも地元である兵庫県や神戸の産業

の活性化に役立ちたいと考えています。今後は、兵庫県支部の

活動にもできるだけ参加して、早く皆さんの顔を憶えたいと思

います。どうぞよろしくお願いします。�

　神戸の西神中央に在住しております。今

年の春から中小企業診断士として登録しま

した。ソフト会社に勤務しており、3年ほど

ホスト系の開発をやった後、3年間米国に

てERPパッケージの開発、3年間そのパッ

ケージの東京での継続開発を経て、神戸に戻り2年ほど販促の

仕事をしました。それから現在は携帯のアプリケーションのプ

ラットフォームの開発と、だいたい開発畑を歩んできました。

診断士というものに興味をもったきっかけは、ERPパッケージ

の開発に従事した際に、業務面についてまだまだ知識が足りな

いと痛感し、体系的にまなびたいと考えたためです。企業内診

断士ですので、いろいろな活動はできませんが、診断士の活動

を通して、開発漬けの状態から別の方面に活動の幅を広げてい

きたいと考えております。今後、よろしくお願いいたします。�

玉島　剛� 吉田　英希�

　2004年3月に中小企業診断士登録を行い、

このたび兵庫県支部に入会しました朝見です、

よろしくお願いします。今はソフトウェア

開発のコンサルタントとして自営しています。

私が中小企業診断士を目指したのは、「日本

に活力を取り戻すために微力ながらも役に立ちたい」という思

いからです。日本の雇用の60％以上を抱える中小企業が元気に

ならないと日本全体が元気になりません。経営者、起業者を元気

にする診断士を目指しています。とはいっても、何から始めてい

いのか、思いと実現のギャップの大きさにあらためて悩んでい

るこのごろです。早く実力をつけて皆さんに信頼される診断士

になりたいと思います。�

　今後お会いする機会も増えると思います。�

ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。�

　昨年、独立して企業組合ザグネット（ザグ

は一応ジグザグのザグということにしてお

きます）を作りました。ITコンサルや創業

支援を営業品目としており、現在のところ

助成金をお世話して受注に結びつけていま

す。ただ本来はマネジメントスタイルとか、働きがいやモチベ

ーションといった人間科学の分野に関心があります。趣味の方

では、語源や古代史が好きで、『川をなぜカワというか』（新人物

往来社）という著作があります。現在二冊目の出版の準備を進

めており、それもライフワークなのですが、創業したばかりで

もあり、そろそろコンサル業の方でオリジナリティを作ってい

かなあかんなと思っています。よろしくお願いします。�

朝見　昇� 渡部　正理�
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　この度大阪支部から兵庫県支部に転入しま

した長野です。実務補習でお世話になったこ

ともあり、昨年度1年間は大阪支部に属しまし

たが、なにぶん神戸からは遠く、残念ながら新

入歓迎会と更新研修に参加しただけで終わってしまいました。勤務

先が和田岬なので、地理的には断然便利になり、協会の研究会等に

足を運べる機会が増えるのではないかと期待しています。また兵庫

県支部の新入会員交流会ではアットホームな雰囲気の中で、楽しく

懇親させていただきました。この場を借りて御礼申し上げます。さて、

震災以来落ち込み気味であった兵庫経済が、少し上向きになりつつ

あるのかと感じます。私の住んでいる学園都市でも駅前ビルのテナ

ントが抜けていく状況でしたが、昨年来新たなテナントが入りはじめ、

活気が戻ってきました。今後の兵庫の一層の活性化に貢献できれ

ばと考えていますので、宜しくご指導のほどお願いいたします。�

　内藤響と申します。よろしくお願いします。

私は、平成15年9月1日に診断士として登

録されました（新制度となり3次実習を8月

に受講すると9月登録となります）。「響」は

「こう」と読みます。よく「変わった読み方

をしますね」と言われます。現在は、プロジェクト開発委員会と

会員研修委員会に所属しています。委員会では、あまり役立っ

ているとは言い難いですが、楽しく活動しています。最近、ゴル

フをやり始めました。メンバーが足りない時などにお誘いくだ

さい。ただし、まだ下手なので、うまい方とはなかなか一緒に回

れません。お会いする機会がございましたら、お気軽に声をか

けてください。今後ともよろしくお願いします。�

　昨年9月に入会いたしました。�

大阪の重工企業に30年間勤務（技術開発、

技術戦略を担当）しました。企業人としての

第1ステージはこの30年で終了し、第2ステ

ージは10年を目途に資格を活かし、コンサル

として社会の役に立ちたいと考え、定年まで3年を余して今年の3

月末に退職しました。診断士資格は90年に取得し企業内診断士

として活用する予定でしたが、会社の状況が変わったため中小企

業との接点がなくなり、更新研修を受けるだけの活動にとどまって

いました。4月から錆びた能力を磨くために、経営コンサルに必要

な知識の勉強に専念しています。�

　技術・新製品開発支援を一つの足掛かりにして、経営コンサルと

して独自性のある支援技術を築き上げていきたいと考えています。�

先輩の方々のご指導をよろしくお願いいたします�

　はじめまして、新人会員の桑田健と申し

ます。どうぞよろしくお願いします。�

私は実務補習終了後にそれまで勤めており

ました会社（メーカー）を辞めて現在、転職

活動中です。�

状況は厳しいですが、取得した中小企業診断士資格を活かせる

先を模索中です。転職先が決まりましたらあらためてお知らせ

しますが、それまでは独立状態です。�

　私自身、診断士としての活動範囲をまだはっきりと認識でき

ておらず手探りの状態ですが、とりあえずの落ち着き先を確保

してから少しずつですが活動の範囲を広げてゆきたいと考えて

おります。企業内診断士としての活動が中心となり、徐々に他

企業のお手伝いができるようになればと思っています。�

　今後ともよろしくお願い申し上げます。�

日時：平成16年9月3日（金）午後1時30分～5時00分�
会場：ぱ・る・るプラザ京都　6階3号室�
　　 Tel：075-352-7444�
　　 ＪＲ京都駅中央改札口を出て東（右側）へ徒歩1分�
会費：発表会は無料�
　　交流会参加の場合は会費6,000円�

ご希望の方は支部事務局までＦａｘでお申し込みください。�

Ｆａｘ：078-361-8722�

締め切り：平成16年8月23日�

長野　和夫� 藤尾　政明�

内藤　　響� 藤田　　勉�

桑田　　健�

　この度、兵庫県支部に入会させて頂きました藤

尾政明と申します。姫路市に隣接する香寺町で酒

屋を経営しております。年齢は昭和38年生まれ

の40歳です。大学を卒業した後、地元の信用金

庫（但陽信用金庫）に1年ほど勤務した後、家業である酒販業に従事し、

現在に至っております。特にこれといった趣味はなく、パソコンをさわった

り、大学時代にやっていた合気道を趣味をかねて地元で少し教えています。

仕事柄、税務署主催のセミナーや商工会青年部のセミナーなどで中小企

業診断士の方に会う機会があり、診断士という資格にあこがれのような

気持ちをもったのが勉強してみようと思ったきっかけです。それまでは、自

店で扱っているワインや日本酒を顧客に説明するにあたって、少しでも説

得力のプラスになればと思い、日本酒やワインの勉強をして　酒師やソ

ムリエの資格を取得したりしていましたが、これからは企業経営について

いろんなことを勉強していきたいと思っていますので宜しくお願いします。�

診断ひょうご�



4月度研究会� テーマ : 大型閉鎖店舗再生等対策のための総合プロデュース�

　全国の多くの市町村で中心市街地の核となる大型店舗（百貨店やスーパー等）が相次いで閉鎖し、周辺商業や地域の活力が失われてい
る状況があります。経済産業省ではこれらの問題解決の一つの方向として、昨年度、閉鎖店再生に向けた専門家育成のモデル事業として
「大型閉鎖店舗再生等対策のための総合プロデュース人材育成研修」を実施しました。�
　昨年の7月から10月の約5週間で、東京・大阪・福岡の3会場で、専門資格（中小企業診断士・再開発プランナー・SC経営士・商業施設
士・技術士）および実務経歴によって各20人(全国で60人)を選抜し、座学として建築・設備・都市計画・不動産・流通・商業・店舗運営・
環境・福祉など社会経済・商業・都市系の講義と、実在する閉鎖店舗の再生案策定実習が行われました。私も、中小企業診断士等の資格と、
勤務先での店舗開発部長や建設部長としての実績申告で応募し、受講を許可されました。受講料は無料でしたが、欠席は許されずハード
な日程でした。しかし、各分野の専門家による講義から多くのノウハウを得ることができ、それ以上に関西の様々な分野の人材との交流
が貴重な体験となりました。自主研究会では、研修の概要、講師や受講者のプロフィール、実習内容、今後の経済産業省や中小企業庁な
どの動向等について報告しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文：古野　健治）�

講師 ： コープこうべ施設管理部統括部長　古野 健治氏�
日時 ： 平成16年4月5日（月）　　場所 ： 神戸市産業振興センター902号室�

6月度研究会� テーマ : 高専生が期待する創業のこれから�

　自動車パーツは純正パーツと社外パーツに分類することができます。このうち、社外パーツはカー用品販売店などで一般の消費者に
販売されていますが、過去10年に国産車は約500車種（50000グレード）もリリースされています。1パーツがこの500車種に適合す
るわけではないので、同じようなパーツでもカローラ用、クラウン用といった具合で複数存在します。消費者は並べてあるパーツのどれ
が自分の乗っている車種に適合するかどうかが分かりにくいのが現状であり、販売店の店員でさえもパーツメーカーが配布したカタロ
グを参照しています。このためどのカタログを見ればいいのか、また、その表記が理解できない客が多くなってしまっています。�
　そこでこの体制を改善する目的で、適合車種を探し出す作業を自動化するシステム（インターネットコンテンツ）を開発しようと考え
ております。その方法として、陸運局発行の車検証の右上に記載されている『型式指定番号』と『類別区分番号』を入力することで、その
人が何の車に乗っているのかを自動的に検索し、さらにその車に適合する社外パーツまでを自動的に検索します。そのため従来の分厚
いカタログを探し開く必要がなく、また常にタイムリーな情報を調べることが可能です。また、通常よくあるパターンであるメーカ→車
種→グレード→年式からの検索も可能です。（車名検索の場合、入力した条件より適合条件の複雑なパーツは表示されません。）さらに先
にパーツを特定し、それが自分の車などに適合するかどうかも調べることができます。このシステムを導入することで、販売店、中古車
ディーラー、取付店をはじめとするさまざまな自動車業界では、従来の作業効率向上のほかに、客回転率向上、カタログ補足データ購入
経費削減、見積時間削減などさまざまなメリットを出すことができると考えております。�
　自主研究会では、講師のプロフィール、今までの取り組み内容、今後学生ベンチャーがさまざまな支援機関に望むこと等について報告
させていただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文：縄舟　優一）�

講師 ： オフィス　キャプサー　　縄舟優一�
日時 ： 平成16年6月7日（月）　　場所：神戸市産業振興センター902号室�

5月度研究会� テーマ : 優秀な人材を確保する方法�

１．人材力は企業の生命線�
　人材力の向上によって成長している企業のみが長期的な発展を実現できると考えます。つまり、人材力の向上は企業の生命線とも言
えるわけです。しかしながら、昨今は優秀な人材の獲得が難しく、さらには雇用が流動化し、優秀な人材の離職が相次ぐ中で、企業は生
き残りをかけ、真剣に人材戦略を考える時が到来しました。特に、我々中小企業診断士のクライアントの多数を占める中堅・中小企業に
とっては難しい課題に上げられています。�
２．採用市場の現状を知る�
　『War　for　Talent』とも表現される熾烈な人材争奪が行われている「採用市場」について理解を深めてもらうことが大切です。優秀
な人材のAttraction＆Retentionを実現するためにも大前提として知っておかなければいけない現状と考えます。�
３．優秀な人材の確保は全社挙げて取り組むべき課題�
　“優秀な人材の獲得”は決して人事部だけの課題ではありません。企業の総力を挙げて取り組むべきものであり、そのためのポイント
を７つにまとめています。�
４．効果的な採用プロセスを組み立てる�
　採用のプロセスで大切なことは“選考”だけではなく、“魅力付け”も大きな課題です。そのための基本的な考え方や実践的なポイント
をまとめています。�
５．ＲＪＰ�
　米国における採用理論であるRJP（Realistic　Job　Preview）をいう考え方を解説しています。　　　　　　　　（文：中井　嘉樹）�

講師 ： 兵庫県支部会員　中井　嘉樹氏�
日時 ： 平成16年5月10日（月）　　場所 ： 神戸市産業振興センター902号室�

診断ひょうご�



診断ひょうご�

月　 日（月）�
18:00～20：00

月　 日（月）�
18:00～20：00

月　 日（月）�
18:00～20：00

月　 日（土）�
13:00～16：00

月　 日（土）�
13:00～16：00

月　 日（水）�
13:00～16：00

月　 日（水）�
19:00～21：00

月　 日（水）�
19:00～21：00

月　 日（水）�
19:00～21：00
月　 日（水）�
19:00～21：00

月　 日（火）�
19:00～21：00

月　 日（水）�
19:00～21：00

月　 日（水）�
19:00～21：00

月　 日（火）�
19:00～21：00

月　 日（金）�
　 日（土）�

月　 日（火）�
18:00～20：00

月　 日（月）�
18:00～20：00

月　 日（水）�
19:00～21：00
月　 日（日）�
14:00～17：00

　本年度の第45回総会にて中小企業診断協会兵庫県支部の執行部の体制が刷新されました。本年兵庫県支部は45周年
を迎え「新しい酒は新しい革袋に」（『新約聖書』）のたとえもあるように新しい体制にはふさわしい新しい革袋が必要と
なります。広報委員会も皆様の声を反映し新しい体制にふさわしい広報を目指してゆきたいと思います。　　　　（方）�

　会員の皆様には更新研修に同封されたご挨拶状でご覧頂いていることと思いますが、去る平成16年5月14日（金）に
15年度の総会が開催され、その席上で支部長、副支部長、が任期を終え、新任の支部長、副支部長に交代となりました。
誌面の都合でお名前は割愛させて頂きますが、長い間、支部の興隆のために活動いただき、寄与されたことをこの誌面
を借りて改めて御礼を申し上げるところです。　福島新支部長の下、新理事会では更なる兵庫県支部の飛躍ならびに会
員のサービス向上のために、様々な検討を行っているところです。�
　引き続き会員の皆様におかれましても、積極的なご意見やご協力を賜りますようにお願い申し上げます。�

（総務委員会　理事　江尻幸雄）�
各研究会スケジュール�

●自主研究会　（場所は一部未定です。）�

＊1：同会は支部研修を兼ねています。�

＊同研究会はITCA認定の研修（4時間/1ポイント）として申請中です。�

問合せ先：兵庫県支部　078（361）8034

神戸市産業振興センター�
904・5号室� 研究開発型企業の開発方針 ＊1 関西化学機械（株）�

社長　野田　秀夫氏�
神戸市産業振興センター�

902号室� 夢の実現レーブドゥシェフの経営戦略� レーブドゥシェフ�
社長　佐野　靖夫氏�

神戸市産業振興センター�
902号室� 神戸市医療産業都市構想について�

神戸市企画調整局�
調査室主管　三木　 孝 氏�

神戸市産業振興センター�
902号室� 顧客感動経営とは�

元リッツカールトン�
支配人　林田　正光氏�

神戸市産業振興センター�
902号室� 被災地域における中小企業の現状と課題� 企業内診断士活性化研究会�

3月　未定� 小旅行を予定（但し入会状況によります）�

島根の元気企業、松江市の視察�
島根県中小企業再生協議会�
サブマネージャー  石川　淳二氏 他�

日　時� 場　　　所� テーマ� 講　　師�

● 診断技術向上研究会�
神戸いすゞ �
　リクルートビル14階�
神戸いすゞ �
　リクルートビル14階�
神戸いすゞ �
　リクルートビル14階�
神戸いすゞ �
　リクルートビル14階�
神戸いすゞ �
　リクルートビル14階�
神戸いすゞ �
　リクルートビル14階�
神戸いすゞ �
　リクルートビル14階�

戦略事例研究　経営者ヒアリング� 加古川市� 通信機器販社社長�

コスト面から見た戦略� 兵庫県支部会員� 斉藤氏　陸井氏�

顧客面から見た戦略� 兵庫県支部会員� 永久氏　松浦氏�

構造面から見た戦略� 兵庫県支部会員� 畑（啓）氏　森氏�

● 経営法務研究会�

● 企業内診断士活性化研究会　全体統括　宮本委員�

神戸市産業復興ｾﾝﾀｰ�
804号室�

生活創造センター�
　　クリスタルビル　4階A
生活創造センター�
　　クリスタルビル　5階B

労働者派遣法の改正と請負契約等について�兵庫県支部会員�  畑 　 薫 氏�

10月　未定� 兵庫県支部会員� 藤田　 勉 氏�

マスターセンター事業打ち合わせ　他�

マスターセンター事業打ち合わせ　他�

競争パターンから見た戦略� 兵庫県支部会員� 明石氏　大森氏�

組織能力面から見た戦略� 兵庫県支部会員�大場氏　畑（薫）氏�

戦略事例研究全体発表・意見交換会� 加古川市� 通信機器販社社長�

● 診断実務研修　テーマ「企業再生支援」�
神戸市産業振興センター�

801号室�
企業再生支援とは�
　　　　　　　　～兵庫県再生支援の現場から～� 中小企業診断士� 内池　 滋 氏�

神戸市産業振興センター�
801号室�

わが社の企業再生事例�
　　　　　　　　～神戸市内化学製品卸売業の例～�某中小企業� 代表取締役より�

神戸市産業振興センター�
801号室�

企業再生支援の実務�
　　　　　　　　～司法書士からみた再生事例～�

企業再建コンサルタント�
協同組合 常務理事  佐野　靖夫氏�
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